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大角 盛広（神戸芸術工科大学）  

⑳はじめに  

日本オペレーションズ。リサーチ学会春季研究発表  

会が，3月23日と24日，大阪国際大学において開催  

されました．今回の特別テーマは，グローバルで発想  

しローカルで活動するという意味の造語を使った  
●●●●●●●  

「ORのグローカリズム」でした。講演件数は，特別  

講演が3件と一般講演が113件で，一般講演はAか  

らFまでの6つの部屋に分かれ，これまで通り1発  

表20分という持ち時間でした．なお，今回の発表会  

の，総参加者数は302名で，そのうち正会員は204名，  

学生会員は69名とのことでした．   

⑳第1日目  

発表会前の大阪は毎日のように雨が降っており，前  

日には雪まで降る有様で，当日の天候が心配されまし  

た．しかし，23日には天の配慮かと思えるほど実に  

さわやかな快晴になり，起伏に富んだ緑の多い大阪国  

際大学の構内が，ひときわ美しく感じられたものです．  

発表風景  

析やシミュレーションなど豊富な機能が統合されたソ  

フトウェアだそうです．ILOG株式会社からは「OPL  

Studio」が出展されていました。線形計画，整数計画，  

制約プログラム，スケジューリングなどを記述するた  

めのモデリング言語とのことです．株式会社ソーティ  

スは「ⅩPRESSLMP」を出展．これを使うとネット  

ワークを介してひとつのモデルを複数の端末で解かせ  

ることができるそうで，IPモデルを格段に速く解く  

ことができるとのことでした．また，緑書房のコーナ  

ーではいつものように洋書の即売会が行われていまし  

た。  

⑳午前の一般講演   

最初のセッションでは，A会場で大阪大学の原直  

人氏による「2種類の需要と曖昧な固定費用を持つ腐  

敗しやすい商品の在庫問題」と題する発表がありまし  

た。固定発注費用がLファジィ数であるとき発注す  

べきかどうかの判断を考察する興味深いものでした．  

次にB会場で大阪大学の細江和佳子氏による  

「CAPMを用いたファジィポートフォリオ問題」と題  

する発表がありました．現実には期待収益率を確率の  

みで表すのが不適切な場合もあるということでファジ  

ィランダム変数を導入し，投資の意志決定問題に一解  

法を与えていました．細江氏は今春より大手生保に入  

社されるそうで，ORの研究で得た考え方を現場でも  

役立ててほしいと思いました。   

出展されている企業のデモも見てまわりました。株  

式会社数理システムからは「S－PLUS」が出展されて  

いました．これは，スプレッドシート上での多変量解   
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⑳特別講演1   

さて，13時半より，「シームレスオフィス環境にお  

ける創造的生産管理」と題して三菱電機株式会社顧問  

の伊藤利朗氏による特別講演が始まりました．ざっと  

見たところ100名以上の聴衆だったと思います．司会  

の大阪大学教授。田村坦之先生より，伊藤氏は京大で  

電気工学を専攻された後，三菱電機で発明王の異名を  

取られるほど活躍されつつ，「ネットワークコンピュ  

ーティングで会社を集合天才に変える本」（オーム社）  

など多数の著書を出されている方であるとの紹介がな  

されました．   

ご講演内容ですが，大手電気メーカーなどが創業以  

来の赤字となっているような昨今の不況をどう打開す  
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学の土肥j仁先生による「固定資産宅地評価における数  

三哩計画法の適用」を聴きました。これは宅地の評価額  

という身近な題材を使い，数量化1類の最小二乗問題  

を2次計画問題に置き換えた新しい方法を提案する興  

味深いものでした。さらに中央大学の桝l■！東先生によ  

る「交通路容積を考慮したコンパクトな建物」と題す  

る発表を聴きました。これは建物の階数や容積をもと  

に，エレベーターとエスカレーターのどちらをどの位  

置に設置するかを考察するもので，面上！く聴かせてい  

ただきました。このセッションの最後は「アンケート  

調査に基づく水環境改善分析」という題で追手門学院  

大学の見巾晃先生が発表されました。大阪港や須磨と  

いった筆者にも馴染みのある海でのアンケート調査の  

結果が提示され，興味探く感じました。水質改善のた  

め下水施設などに約400億円必要との試算も示され，  

この事業の規模を把握するのに助かりました。  

特別講演 伊藤利朗氏  

るか，ということについて，大胆な提言が行われまし  

た．以下，筆者なりの要約を試みます。まず，システ  

ムという「糾う」発想ではなく，グランドアンサンブ  

ルという「出入り自由」な体制が必要ではないかとい  

うことでした。そうでなくては前場変化に対応できな  

いし，小型パソコンによるブリーフケースオフィスや  

インターネットを利用してシームレスオフィス環境を  

作り上げ，データベースを共有し階層型組織を崩壊さ  

せ個人の創造力を活用すべきである，ということでし  

た。   

実際，ご講演は三菱製の超小型液晶プロジェクター  

を倣って進められ，いつでもどこでも会議やプレゼン  

テーションのできるオフィス環境を実演されておりま  

した。少し余談ながら，筆者などは小さくするだけと  

簡単に考えていたプロジェクターでも，ある限界以＿卜  

に小さくするにはさまざまなフーレークスルーが必要だ  

ったのだということがわかりました。メーカーの技術  

者の努力の結晶である製品により，ますますシームレ  

スオフィスに有利な環境が整うとともに，またそうし  

てできた創造的環境によって新たな製品が焦み出され  

るという連鎖反応が続けば素晴らしいと思いました。  

ご講演にあったような，ブリーフケースさえあれば温  

泉に行っていてもいいというシームレスオフィス環境  

の早期実現を願うものです。   

伊藤氏の一種のカリスマ性を感じさせる迫力のある  

ご講演は，予定通り2時30分終■r。ご講演の後，筆  

者の若干の質問にも気さくに応じていただきました。  

⑳ソフトウェア部門賞候補作晶発表   

4畔10分より，NTTマルチメディアネットワーク  

研究所の吉野秀明氏とけl本尚召三氏によるTEDASの  

概要の説明＝j会があり，それに出席しました。TEDAS  

には，数倍解析システムのTEDAS二Nと待ち行列解  

析システムのTEDAS山Qがあるそうですが，ここで  

はTEDAS¶Qをオンラインで使う実演をしていただ  

きました。インターネットでNTTの「mmlab．tnl．  

ntt．co．jp／tedas／index．html」にアクセスするだけで  

使えるそうです。さて，TEDAS－Qは39程のケンド  

ールモデルを扱うことができ，それ以外の指定も可能  

とのことで，実際に，通信回線の回線数をいくつにす  

るのが適当かといった例題を解かせていました。一昔  

前ならば，大型計算機センターなどに接続して面倒な  

操作をせねばならなかったことが，画面を見ながら素  

人でも簡単に使いこなせる（ように見えました）とい  

う点が素晴らしいと思いました。  

⑳特別講演2   

4時40分より，京都大学大学院経済学研究科教授  

の吉田和男先生による「複雑系と社会システム」とい  

う特別講演がありました。これも大講義室がほどよく  

埋まる盛況ぶりでした。司会の大阪大学教授。FH畑吉  

雄先年ミより，京大で経済学を専攻された後，大蔵省主  

計局を経て大阪大学助教授。京都大学教授を歴任され  

たという吉け1先生の経歴が紹介されました。二仁学博士  

と経済学博士を取得され，著書が37柵もおありとの  

オペレーションズ。リサーチ   

⑳午後の一般講演   

特別講演の後，あまりよく知らない分野の講演も聴  

いてみようとヲ E会場に行ってみました。まず広島大  
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懇親会で挨拶される西田俊夫先生  

特別講演 吉田 和男先生   

ことで，大変精力的に活躍されているようです．幅広  

い体験に基づくお請で，浅学の筆者にどこまで要約で  

きるか心許ないですが，以下に要約を試みます 

社会システムを設計するにあたっても科学的な批判  

に耐えうるものが必要だが，結婚や教育などすべて抽  

象化し経済学で扱おうとするので経済学老は嫌われる．  

単純化した方がサイエンティフィツタだし役に立つが，  

パラメータが変わるだけでは説明できない構造変化が  

生じたときに，なぜそれが起きたかが単純モデルでは  

説明できない．「間人主義」にあるように，人と人の  

関係で社会の編成を理解すべきであって，需要行動な  

ど方法論的個人主義には限界がある．相互依存が作る  

自己組織である現実に対して「構造変化が起こった」  

と言うだけで済ませてしまう問題をこれからもっと考  

えるべきである．社会変革のために，枠組みの中でそ  

こだけやるという態度ではなく，構想力や多要素の因  

果関係を探るような力が必要とされている．という内  

容のご講演でした．   

このように要約してしまうと，吉田先生の政治経済  

全般についての教養あふれる語り口や，経済企画庁の  

政策決定に関与されたときの貴重な体験など，説得力  

の基盤となる大部分の情報が落ちてしまって残念です．  

理論と現実との間を絶妙のタイミングで行き来される  

吉田先生のご講演は，それほど経済学の講義を聴く機  

会のなかった筆者には大変面白く，また勉強になるも  

のでした。  

懇親会 風景  

6時より恒例の懇親会が始まりました．参加者は90  

余名とのことでした．大阪国際大学教授の太田忠一先  

生による進行のr日，大阪国際大学学長の西川俊夫先生  

より開会の挨拶がありました．今回の趣向は，世界の  

ビールとワインを集めたということで，西附先生のい  

つもながらの張りのあるお声と軽妙酒脱な語り口に，  

懇親会ムードは早々と盛り上がりはじめ，さすが大阪  

のノリはひと味違うと 思った次第でした。次に学会副  

会長で京都大学教授の茨木俊秀先年より挨拶があり，  

特別講演に対する感想などお聞かせいただきました．  

さらに大学を退官後もKEC（㈲関西電子ニー二業振興セ  

ンター）でますます御活躍の三根久先生が挨拶され，  

乾杯となりました。   

懇親会の立ち話で，大阪府立大学教授の寺岡義仲先  

生に伺ったところ，今回ペーパーフェアをなくしたこ  

とについては，部会報告の方からは20分の発表時間  

を持たせるのは大変だったとの意見があったものの，  

おおむねは英断であったと評価されているようだとの  

（49）38瑠   

⑳懇親会   

5時を過ぎると快晴だった青空も夕暮れへと移ろい，   
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ことでした。今回，ペーパー フェアをなくしたことに  

ついては自分が責任を持つ，とおっしゃっていただけ  

に，その点を気にされていたのだなと思いました。   

筆者は出不精なのですが，やはり学会の懇親会など  

は大勢の方々に一度にお会いできて何かと知遇を得た  

り見開を広めたりできる有意義な場だと思いました。  

発表会場では質問しにくいような質問も，ここでは気  

兼ねなくできます。昨年より非常勤でお世話になって  

いるにもかかわらず，すれちがってばかりであった神  

戸学院大学教授の青沼龍雄先生にもご挨拶することが  

できホッとしました。   

その後，大阪国際大学教授で情報学部長の山岸みど  

り先生にORのことなど質問され，生半可な知識しか  

ないにもかかわらず知ったかぶりをしてお答えしてい  

ました．実は，初対面であったため多少年上の先生と  

くらいにしか思わずお話していて，後で学部長と知っ  

て冷や汗が出たことでした。   

さて，懇親会後半には大阪国際大学助教授の植桧康  

祐先生の特別注文？ により，大阪名物のタコ焼きが  

差し入れされました．それまでも料理は豊富にあった  

ため，すでに筆者は満腹状態でしたが，好きなタコ焼  

きが目の前に来ては無視することもできず，かなり大  

きめのそれを思わず4個ほども詰め込んだものです。  

料理の質と量，気遣いともに満点の懇親会だったと思  

います。   

8時近くになるとそろそろ宴も終わりの雰囲気にな  

り，秋の発表会の実行委員長である成践大学教授の上  

田徹先生から次の会場などの紹介がなされました。さ  

らに見学会担当の流通科学大学教授の三通弘明先生よ  

り阪急電鉄及び手塚治虫記念館の見学会の言見明と最終  

募集がありました。最後に，中綿めとして大阪大学教  

授の田畑先生が挨拶されましたが，短いながら最初の  

西田先生の挨拶と呼応するかのようなユーモアいっぱ  

いの内容で，参加者の楽しそうな笑い声とともに懇親  

会はお開きとなりました。   

⑳第2日目  

発表会2日目の5月24日も晴天でした。  

論でした。澤田先生は筆者の大学にも非常勤で釆てい  

ただいておりますが，明断な発表ぶりに，学生の間で  

人気が高いのもうなずけました。同じくB会場で大  

阪大学の片桐英樹氏による「ファジィコストを持つ最  

小本間題の一定式化」を聴きました。Sollinのアルゴ  

リズムの応用ということで，勉強になりました。  

⑳特別講演3  

12時20分からは，北陸先端科学技術大学院大学教  

授のMilan Vlach先生による「Fair Division：A  

ChallengeforOR」という特別講演がありました。パ  

ンを分けあうといった古代からある分割問題について  

歴変的な紹介がなされましたが，しばらく英語のOHP  

投影が続くうちに突然日本語のOHPが表示され，そ  

の日本文を読み上げるよう最前列の聴衆が指名されま  

した。それは大阪府立大学の寺岡先生でしたが，予想  

外の指名に驚きながらも，よく通る声で語りかけるよ  

うな見事な朗読をされたのが印象的でした。その後，  

いわゆるケーキ分割問題についての，fairな分割やenvy  

のあるなしなどについて整理されたさまざまなアルゴ  

リズムとその特徴について講義があり，この問題をよ  

く知らなかった筆者には大いに勉強になりました。た  

だ，ここでの筆者の最大の失敗は，メモ用具として愛  

用のHP200LXという超小型パソコンしか持ってい  

なかったことです。OHP投影のため消灯した部屋が  

真っ暗になり，バックライトなしの液晶画面が見えな  

くてメモ書き不能となってしまったのです。次回から  

は気をつけようと思いました。メモが使えない分，必  

死で聴いたものでしたが，やはり英語ですと聴いてか  

ら理解するまでのタイムラグが大きく大変でした。  

⑳午前の一般講演   

この日はまずB会場で，流通科学大学の澤田清先  

生による「完全2分木の探さ同一項点間への1辺追加  

問題一紙頂点閉経路長の最小化鵬」を聴きました。木  

の高さによらず同じ結果が得られるという興味深い結  

3丞望（50）  

特別講演 MilanVlach先生  
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⑳午後の一般講演   

午後の最初のセッションでは，A会場で座長を務  

めさせていただきました．最初は静岡大学の関谷和之  

先生による「MathematicalProperties of Least  

AbsoluteValueEstimationwithSerialCorrelation」  

でした．最小絶対値法を使い時系列データについて誤  

差の少ない推定を行う内容で，活発な質疑応答がなさ  

れました。次に「配合問題のエクセル・ソルバーによ  

る解法について鵬ORリテラシーの普及事例（第1  

報）－」と題してオーアールとく塾の権藤元氏による  

発表がありました．筆者はソルバーを使ったことがな  

く，知人に聞いたところでは，ソルバーはかなり難解  

だそうで，それをわかりやすく使えるようにした事例  

報告は意義深いとのことでした．セッションの最後は  

「SolvingLinearIntegerOptimizationProblemsby  

Linear Programming Cooperated with Constraint  

Programming」という題でアイログ株式会社のチェ  

ン・ユウ氏に発表していただきました．制約プログラ  

ミングと線形計画の結合を試みるもので，企業の方な  

どから摘発な質問がありました．   

さて，その次の最後のセッションでは，F会場で自  

分の発表「必要不可欠ではない需要に対する競合配置  

問題」がありました．われながら中途半端な内容で性  

恨たる思いにかられましたが，なんとか終えることが  

できました．同じセッションでは，次に大阪府立大学  

の寺岡先生による「配置の経営戦略」と題する発表が  

あり，明快に整理された内容が非常に参考になりまし  

た．   

ともあれ，春期発表会は予定通り3時40分に終了。  

天候にもめぐまれ，問題もなく，大成功と言って良い  

かと思います。   

⑳おわりに  

末筆ながら，協賛企業の方々 ，会場をご提供いただ  

いた大阪国際大学の方々に感謝したいと思います．特  

に，昨今の苦しい経済情勢の中で学会にご協力いただ  

いている企業の方々には心よりお礼申し上げます。ま  

た，学会本部の方々，関西支部実行委員の方々，そし  

て運営にご協力いただいた学生諸君，本当にお疲れさ  

までした。特に庶務として様々なお仕事をこなされて  

いた大阪大学教授の石井博昭先生や神戸学院大学教授  

の塩出省吾先生には，たまたまお会いする機会が多く，  

そのお姿を見るにつけ，ご多忙の 合間を縫ってひとつ  

の研究集会を成功させることの大変さを感じた次第で  

す。もちろん，他の実行委員の方々も，それぞれに大  

変でしたでしょう。ひとりひとりお名前を挙げるスペ  

ースがないのが大変残念ですが，改めて感謝とねぎら  

いの意を表したいと思います．お疲れさまでした。  

…lll……llll…illlll＝‖‖‖＝＝‖‖‖肌‖‖＝‖‖‖＝＝‖‖‖＝＝‖‖‖‖‖‖＝＝‖‖＝＝‖‖＝＝‖‖‖＝‖‖‖‖＝＝‖‖＝‖‖‖＝‖‖‖＝‖‖‖＝‖‖‖＝‖‖＝＝‖‖‖＝‖‖‖＝＝＝‖刷l…＝‖‖‖‖‖‖‖服‖…＝‖‖‖＝‖＝‖＝‖‖‖＝＝‖‖＝＝‖‖‖＝冊‖‖＝‖‖‖＝＝＝‖‖刷Il  

平成三三苺豊春季研究発表喜毒草会苓寺  

寺岡 義仲（大阪府立大学）   

朝9時阪急グループ本社に集合し簡単な説明を受けた  

りビデオを見せていただいた後，17名が2つのグル  

ープに分かれて阪急梅田駅内にあるTTCルームに入  

った．現在動いているすべての電車の運行状況が大き  

な運行系統図上に表される形になっており，主要駅に  

おける電車の状態も画面上に写し出されていた．丁度  

見学中，外部からTTCルームに電話が入り，何かの  

指示を求める光景にでくわした。テキパキと指示を与  

えて応対する担当者の後姿に，日常何も考えずに安全  

に電車を利用できる有難さを感じ，邪魔にならないよ  

うに静かに見学をと，一同気を引き締めた一幕であっ  

（51）383   

平成11年度春季研究発表会の見学会は3月25日，  

全国的に大学関係の卒業式の最も多い日であったにも  

かかわらず，17名の参加者を得て楽しく有意義に催  

された．そのメインテーマは，阪急電鉄㈱の御好意に  

よる，阪急電鉄TTC装置（列車運行制御装置）の現  

場と宝塚大劇場の防災および空調施設の見学というこ  

とであったが，現実に働いている施設とそこで管理し  

ておられる担当者を拝見でき，見学者一同「こんな所  

まで見せていただいて…．」と大感激であった．   

TTC装置は全国でもほんの数社しか導入されてお  

らず，阪急電鉄㈱が世界に誇る施設の一つであった．   
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